














【要約】

 最近 10 年間の男性不妊に関する国外文献 3,645 件を収集した.それらを 23 項目に分類し

て分析した結果,次のような結論が得られた.

1)項目別にみると,精子・精液所見(466件),疫学・病因(378 件),先天異常・遺伝(361 件),

精索静脈瘤(216 件),免疫(214件),などに関するものが多かった.

2)年次推移では 1988 年から 1992 年までの文献数は 300 件台であったが,1993 年から 400

件台となり,この傾向は女性側の体外受精・胚移植・顕微授精という技術進歩と関連して

いるものと考えられた.

3)男性不妊を治療するときに次の 2点が重要であると思われた.

 ①女性側の進歩に対応して精子採取技術を向上させる必要があるが,これは的確な法的規

制のもとに行われねばならない.

 ②精索静脈瘤,精路感染などの治療成績の良い病態治療を全国的な研究組織のもとで行う

べきである.


